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１．研究計画の概要 
 人間の生得的言語能力の解明を目的とす
る生成文法においては、多様な言語の比較を
通して、人間言語の普遍的性質を探求するこ
とが重要な課題となる。この比較研究では、
日本語研究者も重要な役割を果たしてきた。
同時に、英語の分析を基礎として言語理論が
発展してきた歴史的経緯があり、日本語研究
者による比較研究の多くは、日英語比較の形
をとってきた。本研究の目的は、日本語を英
語以外の他言語と比較することによって、大
きな成果を得ることができると考えられる
研究テーマを取り上げ、日本語を中心とした
比較統語論研究を遂行することにある。具体
的には、中国語、韓国語、ロマンス系言語、
ドラヴィダ系言語との比較を通して、文左方
周縁部の構造および名詞句の統語的変異の
研究に貢献することをめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 文左方周縁部については、ロマンス系言
語の研究が最も進んでおり、特に、スペイン
語、イタリア語との比較研究が重要となる。
然るに、日本語が主要部後置型であり、かつ
自由語順を許容することから、ロマンス系言
語の研究成果を日本語に適用し、検証するこ
とはむずかしいと考えられてきた。 
 本研究では、まず、日本語における文頭句
の解釈パターンに注目し、自由語順を導くス
クランブリング規則がこれとどのように作
用し合うかを検証することによって、日本語
においてもイタリア語の主語句に対応する
投射があることを示した。(雑誌論文) 
 次に、日本語の補文標識「と、か、の」の
分布と解釈を手がかりとして、より体系的に
比較研究を遂行した。まず、「と」が埋め込
まれた疑問文、依頼文、感嘆文にも付随する

ことに注目し、この補文標識が、スペイン語
の que と同様に直接引用の言い換えを示す
機能を有することを明らかにした。また、que
がこの機能と命題を示す機能を併せ持つの
に対して、「と」は前者に特化した補文標識
であるとの結論に至った。さらに、これまで
特殊であるとされてきた「の」が、命題文の
埋め込みを表す典型的な補文標識であるこ
とを例証した。このことは、音声的には区別
されないものの、スペイン語には、引用の言
い換え、疑問、命題に対応する三種類の補文
標識があるとする Plann (1982) の仮説に、明
示的な証拠を与えることになる。日本語では、
この三種類が「と、か、の」という形で音声
的にも区別されるからである。(雑誌論文) 
 最後に、上記の結果を、Rizzi (1997) によ
る補文標識の階層性に関する理論に照らし
て再検討した。Rizzi 氏はイタリア語左方周縁
部の研究に基づき、Force-Topic*-Finite とい
う補文標識の階層性があると提案している。
本研究では、まず、「か」が Force、「の」が
Finite に対応することを示し、その上で、補
文内における中立主題の分布を検討するこ
とにより、日本語においても同様の階層性が
観察されることを明らかにした。このことは、
ヨーロッパ系言語に基づく Rizzi 氏の仮説の
普遍性を示唆するものである。(学会発表) 
(2) 名詞句については、日中語、日韓語比較
を中心に研究を進めた。日本語は主要部後置
型、中国語は概して前置型であるが、日中語
の名詞句は表層的には共に主要部後置型で
あり、類似点が多いとされてきた。本研究で
は、修飾のマーカー「の」と「的」の分布、
数辞句の性質、N’削除の分布に見られる両言
語間の相違を検討し、中国語名詞句が日本語
とは異なり、主要部前置型構造から派生され
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るとすることによって、これらの相違に説明
が与えられることを論証した。(雑誌論文) 
 日韓語比較では、まず、両言語における削
除現象全般を比較して、N’削除の有無におい
てのみ差異があることを明らかにした。その
上で、修飾マーカーの「の、uy」の分布に関
して、ミクロな差異があることを考察し、こ
れに基づいて韓国語における N’削除の欠如
が説明しうることを示した。名詞句構造に関
する限り、日中語の相違は主要部の位置に関
するマクロパラメター、日韓語の相違は修飾
マーカーに関するミクロパラメターによっ
て説明されることになる。(学会発表) 
 
３．現在までの達成度 
 当初の計画以上に進展している。 
(理由) 
 本研究は、新たな研究領域を開拓する性質
のものであるが、文左方周縁部と名詞句構造
の双方において、すでに具体的な仮説の提示
に至っている。このことは、予想を超える成
果が得られていることを示す。 
 文左方周縁部については、日本語補文標識
の階層が、基本的にはイタリア語と同一であ
り、これにスペイン語にみられる引用の言い
換えを示す補文標識を最上位に加えたもの
であるとの結論が得られている。この仮説は、
日本語とロマンス系言語の今後の比較研究
の基礎となりうるものである。また、名詞句
構造に関する日中韓語の比較研究において
も、具体的なパラメターによる言語間の相違
の説明に至っており、東アジアの言語を対象
とした比較統語論のさらなる展開のための
基礎固めはすでに行われたと言えよう。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 研究をさらに深めていくために、文左方
周縁部については、ロマンス系言語との比較
研究を継続し、また、ドラヴィダ系言語を含
むアジアの諸言語との比較研究にも取り組
む予定である。また、名詞句構造では、ヨー
ロッパ系言語の中で分析が進んでいるイタ
リア語との比較が課題となる。 
(2) 本研究をまとめるに当たって、理論的に
重要となるテーマは、文法格の分析と主要部
パラメターの本質の解明である。いずれも、
比較統語論の中心的テーマであるが、日本語
文法格の特殊性や日本語の主要部後置型句
構造の位置付けについては、明確な研究の方
向性が見出されてこなかった。しかし、文左
方周縁部や削除現象に関するこれまでの研
究成果は一定の方向性を指し示しており、こ
のテーマに取り組む機は熟したと考えられ
る。文法格と主要部パラメターに関する具体
的仮説の提示は、これまでの研究成果と合わ
せて、日本語の類型的位置付けを明確にする
ことになる。プロジェクト最終年度は、この
課題を中心に据えて研究を進める。 

５. 代表的な研究成果 
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